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Ⅰ 調査の概要 

 

伊豆市では、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりをめざして、平成 30年度から始まる『第

３次伊豆市障がい者計画』及び『第５期伊豆市障がい福祉計画』の策定にあたって、障がいのある

方々の日常生活等に関するご意見をお伺いし、新たな計画の基礎資料とするとともに、今後の障害

福祉サービス利用のより円滑な運営に役立てるためにアンケート調査を実施した。 

 

１ 調査期間、調査対象者、調査方法 

①調査期間 平成 28年 11月 29日（火）～平成 28年 12月 15日（木） 

②調査対象者  

身体障害者手帳所持者    953人 

療育手帳所持者（身体手帳所持者を除く）  171人 

精神障害者保健福祉手所持者（他手帳所持者を除く）  77人 

合計 1,201人 

③調査方法 郵送による調査票の配布・回収 

 

２ 配布、回収、有効回答 

 

配布数 回収数（率） 有効回収数（率） 

1,201 672（56.0％） 662（55.1％） 

 

３ 集計結果の見方 

 グラフ中の「身体」は「身体障害者手帳」、「療育」は「療育手帳」、「精神」は「精神障害者保

健福祉手帳」の略。各基数は Nで表されている。 

 回答者の構成比（百分率）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100％

にならないこともある。 

 複数回答の項目については、原則としてその項目に対して有効な回答数を基数として比率算出

しているので、比率の合計が 100％を超えることがある。 

 文章やグラフにおいて、設問や選択肢の一部を省略して記載している場合がある。 
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Ⅱ 調査結果 

 

はじめに、調査票の記入者についてうかがいます。（○は１つ） 

 

 

全体では「本人が自分で記入」が 63.9％と最も多く、次いで「本人以外の方が、本人の気持ちを考え

て記入」が 11.9％、「本人の回答を、他の方が代筆」が 9.8％となっている。 

身体障害者手帳をお持ちの方（以降「身体」とする）と精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（以降

「精神」とする）では「本人が自分で記入」（身体：68.8％、精神：69.6％）、療育手帳をお持ちの方（以

降「療育」とする）では「本人以外の方が、本人の気持ちを考えて記入」（49.4％）が最も多くなって

いる。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

63.9 

68.8 

24.7 

69.6 

9.8 

10.3 

13.6 

2.2 

11.9 

7.0 

49.4 

15.2 

14.4 

14.0 

12.3 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が自分で記入

本人の回答を、他の方が代筆

本人以外の方が、本人の気持ちを考えて記入

無回答
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１ ご本人のことについて 

 

問１ あなた（あて名のご本人）の性別をお答えください。（○は１つ） 

 

全体では「男性」が 53.6％、「女性」が 45.5％となっている。 

身体・療育では「男性」（身体：53.5％、療育：64.2％）、精神では「女性」（54.3％）が多くなって

いる。 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

53.6 

53.5 

64.2 

45.7 

45.5 

46.3 

35.8 

54.3 

0.9 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答
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問２ あなた（あて名のご本人）の年齢をお答えください。（平成 28年 11月１日時点） 

 

全体では「65 歳以上」が 64.5％と最も多く、次いで「50 歳～59 歳」が 10.1％、「60 歳～64 歳」が

7.9％などとなっている。 

 

 

身体では「65歳以上」（75.2％）が突出して多くなっている。療育では「17歳以下」（23.5％）、精神

では「50歳～59歳」（34.8％）が最も多くなっている。また、療育では「20歳～29歳」（14.8％）、「30

～39歳」（21.0％）、「40～49歳」（19.8％）、精神では「40歳～49歳」（19.6％）が多くなっている。  

全　体
（N=662）

1
7
歳
以
下

1
8
歳
～

1
9
歳

2
0
歳
～

2
9
歳

3
0
歳
～

3
9
歳

4
0
歳
～

4
9
歳

5
0
歳
～

5
9
歳

6
0
歳
～

6
4
歳

6
5
歳
以
上

無
回
答

3.5 0.8 2.4 4.2 5.6 
10.1 7.9 

64.5 

1.1 

0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

60歳～64歳

65歳以上

無回答

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

17歳以下

18歳～19歳

20歳～29歳

0.7 

0.6 

0.2 

2.2 

2.8 

8.8 

9.2 

75.2 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

23.5 

3.7 

14.8 

21.0 

19.8 

6.2 

1.2 

9.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

0.0 

2.2 

6.5 

8.7 

19.6 

34.8 

4.3 

21.7 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%
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問３ あなたがお住まいの地区をお答えください。（○は１つ） 

 

全体では「修善寺地区」が 45.2％と最も多く、次いで「天城湯ヶ島地区」が 21.3％、「中伊豆地区」

が 18.1％などとなっている。 

いずれの手帳区分でも「修善寺地区」（身体：44.3％、療育：42.0％、精神：56.5％）が最も多くな

っている。 

 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

45.2 

44.3 

42.0 

56.5 

18.1 

18.6 

19.8 

13.0 

21.3 

21.1 

27.2 

17.4 

14.2 

15.8 

9.9 

10.9 

0.2 

1.2 

1.1 

0.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

修善寺地区 中伊豆地区 天城湯ヶ島地区

土肥地区 その他 無回答
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問４ 現在、あなたのお住まいはどちらですか。（○は１つ） 

 

全体では「自宅」が 95.0％と突出して多くなっている。 

所持手帳別での差はあまり見られないが、精神では「病院に入院中」（6.5％）がやや多くなっている。 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

95.0 

96.0 

96.3 

89.1 

1.7 

1.5 

1.2 

6.5 

0.8 

0.7 

2.2 

0.2 

1.2 

1.5 

1.7 

1.2 

2.2 

0.9 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅
病院に入院中
福祉施設に入所中
グループホームなど（共同生活ができる住居）
その他
無回答
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問５ あなたは、ご自身を含めて何人の方と同居していますか。入院・入所中の方は、入院・入所前の

ことについてお答えください。（○は１つ） 

 

全体では「２人」が 39.7％と最も多く、次いで「３人」が 22.7％、「４人」が 12.2％などとなってい

る。 

身体・精神では「２人」（身体：43.6％、精神：41.3％）、療育では「３人」と「４人」（各 30.9％）

が最も多くなっている。 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

9.2 

10.1 

3.7 

8.7 

39.7 

43.6 

11.1 

41.3 

22.7 

21.3 

30.9 

30.4 

12.2 

9.7 

30.9 

13.0 

8.2 

7.7 

16.0 

4.3 

6.9 

7.4 

6.2 

2.2 

1.1 

0.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人（ひとり暮らし） ２人
３人 ４人
５人 ６人以上
無回答
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問６ 同居している方はどなたですか。入院・入所中の方は、入院・入所前のことについてお答えくだ

さい。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「夫または妻」が 55.4％と最も多く、次いで「子ども」が 30.5％、「親」が 24.9％などとな

っている。 

 

 

身体では「夫または妻」（64.3％）、療育・精神では「親」（療育：85.2％、精神：58.7％）が最も多

くなっている。また、療育では「兄弟姉妹」（40.7％）、「その他」（22.2％）が多くなっている。 

  

全　体
（N=662）

夫
ま
た
は
妻

親 子
ど
も

孫 兄
弟
姉
妹

子
ど
も
の
配
偶
者

ひ
と
り
暮
ら
し

そ
の
他

無
回
答

55.4 

24.9 
30.5 

12.4 
7.7 9.8 

5.4 4.4 5.4 

0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

夫または妻

親

子ども

孫

兄弟姉妹

子どもの配偶者

ひとり暮らし

その他

無回答

64.3 

14.7 

36.2 

15.1 

2.8 

11.9 

5.5 

2.2 

5.3 

0% 25% 50% 75% 100%

3.7 

85.2 

1.2 

1.2 

40.7 

0.0 

3.7 

22.2 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

30.4 

58.7 

6.5 

0.0 

13.0 

0.0 

8.7 

2.2 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%
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問７ 現在のお住まい（自宅、施設など）に満足していますか。（○は１つ） 

 

全体では「満足」が 58.3％と最も多く、次いで「どちらかといえば満足」が 28.2％、「どちらかとい

えば不満」が 6.9％などとなっている。また、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』

は 86.5％、「どちらかといえば不満」と「不満」を合わせた『不満』は 9.2％となっている。 

いずれの手帳区分でも「満足」（身体：58.5％、療育：65.4％、精神：41.3％）が最も多くなってい

る。また、精神では「どちらかといえば不満」（17.4％）が多く、『不満』（28.3％）は所持手帳別で最

も多くなっている。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

58.3 

58.5 

65.4 

41.3 

28.2 

29.4 

23.5 

28.3 

6.9 

7.0 

3.7 

17.4 

2.3 

1.7 

2.5 

10.9 

2.9 

2.8 

4.9 

2.2 

1.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満

わからない 無回答
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問８ あなたは、今後どこで暮らしたいですか。（○は１つ） 

 

全体では「家族と一緒に暮らしたい」が 74.8％と最も多く、次いで「わからない」が 9.1％、「独立

して１人で暮らしたい」が 6.8％などとなっている。 

 

 

いずれの手帳区分でも「家族と一緒に暮らしたい」（身体：78.3％、療育：67.9％、精神：52.2％）

が最も多くなっている。精神では「独立して１人で暮らしたい」と「わからない」（各 19.6％）が多く

なっている。  

（N=662）

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
１
人
で
暮
ら
し
た
い

施
設
で
暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
な
ど
で

仲
間
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

病
院
に
入
院
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全　体

74.8 

6.8 
2.9 2.3 0.3 1.1 

9.1 
2.9 

0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

その他

わからない

無回答

家族と一緒に暮らしたい

独立して１人で暮らしたい

施設で暮らしたい

グループホームなどで
仲間と一緒に暮らしたい

病院に入院したい

78.3 

6.1 

2.2 

2.0 

0.4 

1.1 

7.7 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

67.9 

4.9 

4.9 

6.2 

0.0 

0.0 

13.6 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

52.2 

19.6 

6.5 

0.0 

0.0 

2.2 

19.6 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%
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２ 障がいの状態や要介護認定について 

 

問９ あなたがお持ちの各種障害者手帳や障がいについてお答えください。また、各種障害者手帳をお

持ちの方はそれぞれの障がいの等級についてもお答えください。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「身体障害者手帳」が 82.2％と最も多く、次いで「療育手帳」が 12.2％、「精神障害者保健

福祉手帳」が 6.9％などとなっている。 

 

（N=662）

身
体
障
害
者
手
帳

療
育
手
帳

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

難
病

高
次
脳
機
能
障
が
い

発
達
障
が
い

そ
の
他

無
回
答

全　体

82.2 

12.2 
6.9 

1.8 1.7 0.8 1.8 1.4 

0%

25%

50%

75%

100%
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身体では「身体障害者手帳」、療育では「療育手帳」、精神では「精神障害者保健福祉手帳」をそれぞ

れ 100％所持しているほか、療育・精神では「身体障害者手帳」（療育：13.6％、精神：15.2％）も１割

以上が所持している。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

その他

無回答

難病

高次脳機能障がい

発達障がい

精神障害者保健福祉手帳

身体障害者手帳

療育手帳

15.2 

2.2 

100.0 

0.0 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

13.6 

100.0 

1.2 

0.0 

1.2 

3.7 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

100.0 

2.0 

1.3 

2.2 

1.3 

0.4 

2.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%



13 

（問９①は、問９で「１ 身体障害者手帳」に○をつけた方の手帳の等級。） 

問９① 身体障害者手帳の等級 

 

「１級」が 37.1％と最も多く、次いで「４級」が 22.2％、「３級」が 14.3％などとなっている。 

 

（問９②は、問９で「２ 療育手帳」に○をつけた方の手帳の等級。） 

問９② 療育手帳の等級 

 

「Ａ」が 30.9％「Ｂ」が 67.9％となっている。 

 

（問９③は、問９で「３ 精神障害者保健福祉手帳」に○をつけた方の手帳の等級。） 

問９③ 精神障害者保健福祉手帳の等級 

 

「２級」が 67.4％と最も多く、次いで「３級」が 23.9％、「１級」が 6.5％となっている。 

 

 

 

  

全　体 （N=544） 37.1 12.7 14.3 22.2 5.7 6.1 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 ４級

５級 ６級 無回答

全　体 （N=81） 30.9 67.9 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ Ｂ 無回答

全　体 （N=46） 6.5 67.4 23.9 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 無回答
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（問９－１は、問９で「１ 身体障害者手帳」に○をつけた方のみお答えください。） 

問９－１ あなたの身体障害者手帳に記載されている障がいの種類は次のどれですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「肢体不自由」が 44.3％と最も多く、次いで「心臓機能障がい」が 18.6％、「じん臓機能障

がい」が 11.8％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=544）

視
覚
障
が
い

聴
覚
障
が
い

平
衡
機
能
障
が
い

音
声
・
言
語
ま
た
は

そ
し
ゃ

く
機
能
障
が
い

肢
体
不
自
由

心
臓
機
能
障
が
い

呼
吸
器
機
能
障
が
い

じ
ん
臓
機
能
障
が
い

肝
臓
機
能
障
が
い

ぼ
う
こ
う
ま
た
は

直
腸
機
能
障
が
い

小
腸
機
能
障
が
い

免
疫
機
能
障
が
い

無
回
答

5.3 6.4 2.9 4.0 

44.3 

18.6 

2.0 

11.8 

0.4 
4.4 1.1 1.1 

7.2 

0%

25%

50%

75%

100%



15 

 

身体では「肢体不自由」（44.3％）が最も多く、次いで「心臓機能障がい」（18.6％）、「じん臓機能障

がい」（11.8％）などとなっている。 

（療育・精神は回答者数が少ないため、コメントは割愛する。） 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=11） （N=7）

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語または
そしゃく機能障がい

肢体不自由

心臓機能障がい

呼吸器機能障がい

じん臓機能障がい

肝臓機能障がい

無回答

ぼうこうまたは
直腸機能障がい

小腸機能障がい

免疫機能障がい

5.3 

6.4 

2.9 

4.0 

44.3 

18.6 

2.0 

11.8 

0.4 

4.4 

1.1 

1.1 

7.2 

0% 25% 50% 75% 100%

18.2 

0.0 

0.0 

27.3 

72.7 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

14.3 

14.3 

0.0 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

42.9 

0% 25% 50% 75% 100%
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問 10 あなたが現在の障がいの状態になったのはいつ頃ですか。（複数の障がいをお持ちの方は、最初

の障がいの状態についてお答えください。）（○は１つ） 

 

全体では「（具体的に）○○歳頃」が 78.2％と最も多く、次いで「生まれた時」が 10.6％、「わから

ない」が 6.3％となっている。 

身体・精神では「（具体的に）○○歳頃」（身体：85.1％、精神：73.9％）、療育では「生まれた時」（43.2％）

が最も多くなっている。 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

10.6 

6.8 

43.2 

4.3 

78.2 

85.1 

33.3 

73.9 

6.3 

5.0 

17.3 

13.0 

4.8 

3.1 

6.2 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれた時 （具体的に）○○歳頃

わからない 無回答



17 

（問 10②は、問 10で「２ （具体的に）○○歳頃」に○をつけた方の具体的な年齢） 

問 10② 現在の障がいの状態になった年齢 

 

全体では「65 歳以上」が 33.6％と最も多く、次いで「50 歳～59 歳」が 17.4％、「60 歳～64 歳」が

12.7％などとなっている。 

 

 

身体では「65歳以上」（37.1％）、療育では「17歳以下」（88.9％）、精神では「20歳～29歳」（23.5％）

が最も多くなっている。また、精神では「18歳～19歳」（17.6％）が多くなっている。  

全　体
（N=518）

1
7
歳
以
下

1
8
歳
～

1
9
歳

2
0
歳
～

2
9
歳

3
0
歳
～

3
9
歳

4
0
歳
～

4
9
歳

5
0
歳
～

5
9
歳

6
0
歳
～

6
4
歳

6
5
歳
以
上

無
回
答

11.4 

2.3 
6.6 5.4 

10.4 
17.4 

12.7 

33.6 

0.2 
0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=463） （N=27） （N=34）

17歳以下

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳以上

無回答

6.7 

1.3 

5.6 

5.4 

10.8 

19.0 

13.8 

37.1 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

88.9 

0.0 

0.0 

0.0 

3.7 

0.0 

7.4 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20.6 

17.6 

23.5 

14.7 

5.9 

8.8 

5.9 

2.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%
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問 11 あなたは、介護保険の要介護認定を受けていますか。（○は１つ） 

 

全体では「受けていない」が 77.5％と最も多く、次いで「要支援２」が 3.2％、「要介護２」が 2.7％

などとなっている。 

 

 

いずれの手帳区分でも「受けていない」（身体：76.7％、療育：82.7％、精神：80.4％）が最も多く

なっており、所持手帳別の差はあまり見られない。 

  

全　体
（N=662）

受
け
て
い
な
い

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

無
回
答

77.5 

2.6 3.2 1.8 2.7 2.6 1.4 1.5 
6.8 

0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

受けていない

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

76.7 

3.1 

3.3 

2.0 

3.1 

2.6 

1.7 

1.8 

5.7 

0% 25% 50% 75% 100%

82.7 

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

1.2 

0.0 

2.5 

11.1 

0% 25% 50% 75% 100%

80.4 

2.2 

0.0 

4.3 

0.0 

4.3 

0.0 

0.0 

8.7 

0% 25% 50% 75% 100%
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３ 日常生活について 

 

問 12 あなたは、過去１年間にどれくらい外出しましたか。（○は１つ） 

 

全体では「ほぼ毎日」が 47.0％と最も多く、次いで「週に２～３回」が 28.7％、「月に２～３回」が

15.1％などとなっている。 

身体・精神では「ほぼ毎日」（身体：44.3％、精神：41.3％）、療育では「ほぼ毎日」（71.6％）が最

も多くなっている。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

47.0 

44.3 

71.6 

41.3 

28.7 

30.0 

12.3 

37.0 

15.1 

16.2 

3.7 

13.0 

4.7 

5.3 

3.7 

4.3 

1.5 

1.7 

4.3 

3.0 

2.6 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に２～３回

月に２～３回 年に数回

まったく外出しなかった 無回答
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問 13 あなたは何のために外出しますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「医療機関への通院」が 66.0％と最も多く、次いで「買い物」が 63.6％、「散歩」が 32.0％

などとなっている。 

 

 

全　体
（N=662）

買
物

仕
事

外
食

旅
行

散
歩

健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動

地
域
活
動

友
人
や
子
ど
も
の
家
な
ど
へ
の
訪
問

作
業
所
な
ど
の
就
労
施
設
へ
の
通
所

医
療
機
関
へ
の
通
院

就
労
以
外
の

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用

そ
の
他

無
回
答

63.6 

28.2 27.8 

19.3 

32.0 

12.7 15.4 16.9 

5.4 

66.0 

6.6 8.6 
2.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
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身体では「医療機関への通院」（68.8％）、療育・精神では「買物」（療育：54.3％、精神：63.0％）

が最も多くなっている。また、療育では「作業所などの就労施設への通所」（21.0％）、「就労以外の福

祉サービスの利用」（19.8％）、「その他」（27.2％）、精神では「作業所などの就労施設への通所」（19.6％）

が多くなっている。 

 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

買物

仕事

外食

旅行

散歩

健康づくり・スポーツ活動

地域活動

友人や子どもの家などへの訪問

作業所などの就労施設への通所

医療機関への通院

就労以外の
福祉サービスの利用

その他

無回答

64.3 

27.6 

27.0 

19.3 

33.5 

13.6 

16.2 

18.8 

2.4 

68.8 

5.1 

6.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

54.3 

29.6 

33.3 

19.8 

23.5 

9.9 

9.9 

8.6 

21.0 

44.4 

19.8 

27.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

63.0 

32.6 

23.9 

15.2 

28.3 

2.2 

10.9 

8.7 

19.6 

58.7 

6.5 

2.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 14 外出の際に、伊豆市内で困ったり、不便に感じたりすることは何ですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「特にない」が 44.6％と最も多く、次いで「道路、建物の段差や、電車、バスなどの乗り降

りが大変である」が 18.6％、「障がい者用の駐車スペース、手すりなど、障がいのある方に配慮した設

備が不十分である」が 13.0％などとなっている。 

 

（N=662）

付
き
添
っ

て
く
れ
る
方
が
い
な
い

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
が
少
な
い

道
路
、

建
物
の
段
差
や
、

電
車
、

バ
ス
な
ど
の
乗
り
降
り
が
大
変
で
あ
る

気
軽
に
利
用
で
き
る
移
送
手
段
が
少
な
い

（

福
祉
タ
ク
シ
ー

や
リ
フ
ト
付
き
バ
ス

な
ど
）

障
が
い
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
、

手
す
り
な
ど
、

障
が
い
の
あ
る
方
に

配
慮
し
た
設
備
が
不
十
分
で
あ
る

通
路
上
に
自
転
車
や
看
板
な
ど
の

障
害
物
が
あ
っ

て
通
り
に
く
い

商
店
や
銀
行
な
ど
で

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と
り
に
く
い

必
要
な
時
に
、

周
り
の
方
の

手
助
け
・
配
慮
が
足
り
な
い

そ
の
他

ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
の
で
、

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

無
回
答

全　体

4.4 

11.8 

18.6 

12.2 13.0 

4.4 5.7 6.6 5.9 
3.8 

44.6 

9.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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いずれの手帳区分でも「特にない」（身体：45.4％、療育：45.7％、精神：39.1％）が最も多くなっ

ている。「特にない」を除いた結果では、身体では「道路、建物の段差や、電車、バスなどの乗り降り

が大変である」（20.8％）、療育では「商店や銀行でコミュニケーションがとりにくい」（14.8％）、精神

では「必要な時に、周りの方の手助け・配慮が足りない」（17.4％）が最も多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

無回答

ほとんど外出しないので、
わからない

特にない

商店や銀行などで
コミュニケーションがとりにくい

必要な時に、周りの方の
手助け・配慮が足りない

その他

気軽に利用できる移送手段が少ない
（福祉タクシーやリフト付きバス

など）
障がい者用の駐車スペース、

手すりなど、障がいのある方に
配慮した設備が不十分である

通路上に自転車や看板などの
障害物があって通りにくい

付き添ってくれる方がいない

障がい者用トイレが少ない

道路、建物の段差や、電車、
バスなどの乗り降りが大変である

4.6 

12.1 

20.8 

13.1 

14.9 

5.0 

4.0 

5.5 

5.3 

3.7 

45.4 

9.2 

0% 20% 40% 60%

1.2 

8.6 

9.9 

6.2 

3.7 

3.7 

14.8 

8.6 

6.2 

2.5 

45.7 

13.6 

0% 20% 40% 60%

6.5 

8.7 

10.9 

13.0 

6.5 

0.0 

10.9 

17.4 

8.7 

6.5 

39.1 

6.5 

0% 20% 40% 60%
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いずれの地区でも「特にない」（修善寺地区：43.1％、中伊豆地区：39.2％、天城湯ヶ島地区：48.2％、

土肥地区：52.1％）が最も多くなっている。「特にない」を除いた結果では、修善寺地区・天城湯ヶ島

地区では「道路、建物の段差や、電車、バスなどの乗り降りが大変である」（修善寺地区：20.7％、天

城湯ヶ島地区：18.4％）、中伊豆地区では「障がい者用の駐車スペース、手すりなど、障がいのある方

に配慮した設備が不十分である」（18.4％）、土肥地区では「障がい者用トイレが少ない」と「道路、建

物の段差や、電車、バスなどの乗り降りが大変である」（各 14.9％）が最も多くなっている。 

 

  

〔居住地区別〕

天城湯ヶ島地区
（N=299） （N=120） （N=141） （N=94）

　無回答

修善寺地区 中伊豆地区 土肥地区

その他

ほとんど外出しないので、わから
ない

特にない

通路上に自転車や看板などの障害
物があって通りにくい

商店や銀行などでコミュニケー
ションがとりにくい

必要な時に、周りの方の手助け・
配慮が足りない

道路、建物の段差や、電車、バス
などの乗り降りが大変である

気軽に利用できる移送手段が少ない
（福祉タクシーやリフト付きバスな

ど）
障がい者用の駐車スペース、手すり
など、障がいのある方に配慮した設

備が不十分

付き添ってくれる方がいない

障がい者用トイレが少ない

4.0

11.7

20.7

10.0

12.4

5.0

5.4

8.0

5.0

5.7

43.1

10.4

0% 30% 60%

5.0

12.5

16.7

16.7

18.3

2.5

3.3

3.3

9.2

1.7

39.2

12.5

0% 30% 60%

4.3

9.2

18.4

12.1

9.2

3.5

9.2

9.2

5.0

2.1

48.2

6.4

0% 30% 60%

3.2

14.9

14.9

13.8

12.8

6.4

5.3

2.1

4.3

3.2

52.1

6.4

0% 30% 60%
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問 15 あなたは、今後どのような活動をしたいと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「旅行」が 37.5％と最も多く、次いで「買い物」が 34.7％、「趣味などのサークル活動・生

涯学習」が 18.4％などとなっている。 

 

 

 

（N=662）

ス
ポ
ー

ツ

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

旅
行

買
い
物

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

障
が
い
者
団
体
の
活
動

趣
味
な
ど
の
サ
ー

ク
ル
活
動
・

生
涯
学
習

講
座
や
講
演
会
な
ど
へ
の
参
加

地
域
の
行
事
や
祭
り
、

学
校
・
職
場
の
行
事

そ
の
他

特
に
何
も
し
た
く
な
い

無
回
答

全　体

14.2 14.4 

37.5 
34.7 

6.3 7.1 

18.4 

11.2 10.6 
6.5 

17.1 

10.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体・療育では「旅行」（身体：37.3％、療育：39.5％）、精神では「買い物」（39.1％）が最も多く

なっている。また、療育では「地域の行事や祭り、学校・職場の行事」（21.0％）が多くなっている。 

 

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

スポーツ

レクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障がい者団体の活動

趣味などのサークル活動・
生涯学習

講座や講演会などへの参加

地域の行事や祭り、
学校・職場の行事

その他

特に何もしたくない

無回答

13.6 

13.8 

37.3 

34.0 

7.2 

7.2 

19.1 

13.1 

9.6 

6.4 

17.6 

10.8 

0% 20% 40% 60%

17.3 

19.8 

39.5 

33.3 

1.2 

11.1 

12.3 

0.0 

21.0 

3.7 

13.6 

12.3 

0% 20% 40% 60%

17.4 

13.0 

30.4 

39.1 

4.3 

4.3 

19.6 

4.3 

4.3 

6.5 

21.7 

2.2 

0% 20% 40% 60%
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４ 介助者について 

 

問 16 日常あなたを主に介助してくれる方を１人お答えください。（○は１つ） 

 

全体では「配偶者」が 38.7％と最も多く、次いで「介助は受けていない」が 21.6％、「親」が 10.7％

などとなっている。 

 

全　体
（N=662）

配
偶
者

親 子
ど
も

孫 兄
弟
姉
妹

祖
父
母

そ
の
他
の
家
族

親
戚

隣
人
・
知
人

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

施
設
な
ど
の
職
員

そ
の
他

介
助
は
受
け
て
い
な
い

無
回
答

38.7 

10.7 10.1 

0.3 
2.6 

0.2 1.1 0.6 0.8 0.6 0.0 0.9 0.0 

21.6 

11.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体では「配偶者」（44.7％）、療育・精神では「親」（療育：50.6％、精神：30.4％）が最も多くな

っている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

配偶者

親

子ども

孫

兄弟姉妹

祖父母

その他の家族

親戚

隣人・知人

ホームヘルパー

ボランティア

施設などの職員

その他

介助は受けていない

無回答

44.7 

4.4 

12.3 

0.4 

2.0 

0.0 

0.9 

0.4 

0.9 

0.4 

0.0 

0.6 

0.0 

21.7 

11.4 

0% 20% 40% 60%

1.2 

50.6 

1.2 

0.0 

1.2 

1.2 

3.7 

1.2 

0.0 

1.2 

0.0 

1.2 

0.0 

24.7 

12.3 

0% 20% 40% 60%

19.6 

30.4 

2.2 

0.0 

10.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

0.0 

17.4 

15.2 

0% 20% 40% 60%
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（問 16－１～問 16－３は、問 16で「１」から「９」に回答した方のみお答えください。） 

問 16－１ あなたを主に介助してくれる方の年齢は何歳代ですか。（○は１つ） 

 

全体では「70歳代」が 27.9％と最も多く、次いで「60歳代」が 25.1％、「80歳以上」が 16.3％など

となっている。 

 

 

身体では「70歳代」（29.2％）、療育では「50歳代」（20.4％）、精神では「50歳代」と「60歳代」（各

27.6％）が最も多くなっている。また、療育では「40歳代」が多くなっている。 

  

全　体
（N=430）

1
0
歳
代

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
代

8
0
歳
以
上

無
回
答

0.0 0.5 
1.9 

8.1 

16.0 

25.1 
27.9 

16.3 

4.2 

0%

10%

20%

30%

40%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=359） （N=49） （N=29）

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

0.0 

0.6 

0.8 

7.0 

15.0 

25.9 

29.2 

17.3 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40%

0.0 

0.0 

10.2 

18.4 

20.4 

18.4 

18.4 

10.2 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40%

0.0 

3.4 

3.4 

3.4 

27.6 

27.6 

24.1 

6.9 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40%
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（問 16－１～問 16－３は、問 16で「１」から「９」に回答した方のみお答えください。） 

問 16－２ あなたを主に介助してくれる方は、お仕事をされていますか。（○は１つ） 

 

全体では「自宅にいて家事をしている」が 41.6％と最も多く、次いで「外に働きに出ている」が 27.4％、

「自宅にいて仕事をしている」が 17.2％などとなっている。 

身体・療育では「自宅にいて家事をしている」（身体：41.2％、療育：49.0％）、精神では「外に働き

に出ている」（37.9％）が最も多くなっている。 

 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=29）

全　体 （N=430）

身　体 （N=359）

療　育 （N=49）

41.6 

41.2 

49.0 

34.5 

17.2 

18.7 

8.2 

13.8 

27.4 

25.9 

34.7 

37.9 

5.6 

5.8 

4.1 

10.3 

8.1 

8.4 

4.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅にいて家事をしている 自宅にいて仕事をしている

外に働きに出ている その他

無回答
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（問 16－１～問 16－３は、問 16で「１」から「９」に回答した方のみお答えください。） 

問 16－３ あなたを主に介助してくれる方が一時的に不在の場合、どうしていますか。（○は１つ） 

 

全体では「誰にも頼まない」が 40.7％と最も多く、次いで「他の家族が介助する」が 27.9％、「わか

らない」が 8.4％などとなっている。 

 

 

（N=430）

他
の
家
族
が
介
助
す
る

親
戚
に
お
願
い
す
る

知
人
に
お
願
い
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
お
願
い
す
る

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

・

家
政
婦
な
ど
に
お
願
い
す
る

施
設
に
一
時
入
所
す
る

そ
の
他

誰
に
も
頼
ま
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全　体

27.9 

6.5 
1.9 0.0 1.9 

4.9 
1.4 

40.7 

8.4 6.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体と精神では「誰にも頼まない」（身体：43.5％、精神：37.9％）、療育では「他の家族が介助する」

（49.0％）が最も多くなっている。 

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=359） （N=49） （N=29）

他の家族が介助する

親戚にお願いする

知人にお願いする

無回答

その他

誰にも頼まない

わからない

ボランティアにお願いする

ホームヘルパー・
家政婦などにお願いする

施設に一時入所する

26.7 

6.4 

1.9 

0.0 

1.7 

4.2 

0.8 

43.5 

7.8 

7.0 

0% 20% 40% 60%

49.0 

12.2 

0.0 

0.0 

2.0 

6.1 

6.1 

16.3 

4.1 

4.1 

0% 20% 40% 60%

20.7 

6.9 

3.4 

0.0 

0.0 

6.9 

0.0 

37.9 

20.7 

3.4 

0% 20% 40% 60%
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５ 就労について 

 

問 17 あなたは、現在仕事をしていますか。（○は１つ） 

 

全体では「はい（就労している）」が 34.1％、「いいえ（就労していない）」が 62.8％となっている。 

身体では「いいえ（就労していない）」（65.6％）、療育・精神では「はい（就労している）」（療育：

46.9％、精神：47.8％）が多くなっている。 

 

 

 

前回調査との比較では、「はい（就労している）」が平成 22年度よりも 8.5ポイント多くなっている。

「いいえ（就労していない）」は平成 22年度よりも 10.4ポイント少なくなっている。 

 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

34.1 

31.4 

46.9 

47.8 

62.8 

65.6 

48.1 

52.2 

3.0 

2.9 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい（就労している） いいえ（就労していない） 無回答

平成28年度（N=662）

平成22年度（N=660）

〔

経
年
比
較
〕

34.1 

25.6 

62.8 

73.2 

3.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい（就労している） いいえ（就労していない） 無回答
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（問 17－１～問 17－３は、問 17 で「１ はい（就労している）」に回答した方のみお答えください。） 

問 17－１ 仕事は次のどれですか。（○は１つ） 

 

 

全体では「自営・経営者」が 21.7％と最も多く、次いで「臨時、パート、契約スタッフなど」が 21.2％、

「会社員・職員（常勤）」が 14.2％となっている。 

 

全　体
（N=226）

自
営
・
経
営
者

家
業
の
手
伝
い

会
社
員
・
職
員
（

常
勤
）

臨
時
、

パ
ー

ト
、

契
約
ス
タ
ッ

フ
な
ど

内
職

在
宅
勤
務

福
祉
的
就
労
（

就
労
継
続
支
援

Ａ
型
・
Ｂ
型
、

就
労
移
行
支
援
）

そ
の
他

無
回
答

21.7 

10.2 
14.2 

21.2 

1.3 0.4 

11.5 
7.5 

11.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体では「自営・経営者」（27.5％）、療育・精神では「福祉的就労（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労

移行支援）」（療育：39.5％、精神：31.8％）が最も多くなっている。また、療育では「臨時、パート、

契約スタッフなど」（34.2％）と多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=171） （N=38） （N=22）

自営・経営者

家業の手伝い

会社員・職員（常勤）

臨時、パート、
契約スタッフなど

内職

在宅勤務

福祉的就労（就労継続支援
Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）

その他

無回答

27.5 

12.3 

14.6 

18.1 

1.8 

0.6 

4.1 

9.9 

11.1 

0% 20% 40% 60%

0.0 

0.0 

10.5 

34.2 

0.0 

0.0 

39.5 

0.0 

15.8 

0% 20% 40% 60%

4.5 

9.1 

18.2 

27.3 

0.0 

0.0 

31.8 

0.0 

9.1 

0% 20% 40% 60%



36 

（問 17－１～問 17－３は、問 17 で「１ はい（就労している）」に回答した方のみお答えください。） 

問 17－２ 仕事をする上で、何か困っていることがありますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「収入が少ない」が 38.9％と最も多く、次いで「特にない」が 32.7％、「職場の人間関係が

難しい」が 7.5％となっている。 

 

 

全　体
（N=226）

収
入
が
少
な
い

仕
事
が
難
し
い

自
分
に
あ
っ

た
内
容
の
仕
事
が
な
い

職
場
の
人
間
関
係
が
難
し
い

職
場
で
の
身
分
が
不
安
定

（

永
年
勤
務
で
き
る
か
不
安
）

昇
給
や
昇
進
が
平
等
で
は
な
い

ト
イ
レ
な
ど
、

障
が
い
者
用
の

設
備
が
不
十
分

職
場
が
近
く
に
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

38.9 

3.1 4.0 
7.5 

4.4 
1.3 2.2 4.4 4.4 

32.7 

16.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
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身体・精神では「収入が少ない」（身体：36.3％、精神：77.3％）、療育では「特にない」（36.8％）、

が最も多く、療育では次いで「収入が少ない」（34.2％）となっている。また、精神では「職場の人間

関係が難しい」（27.3％）が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=171） （N=38） （N=22）

収入が少ない

仕事が難しい

自分にあった内容の仕事がない

職場の人間関係が難しい

職場での身分が不安定
（永年勤務できるか不安）

昇給や昇進が平等ではない

トイレなど、障がい者用の
設備が不十分

職場が近くにない

その他

特にない

無回答

36.3 

1.2 

2.9 

4.1 

3.5 

1.8 

2.9 

4.1 

5.3 

33.9 

18.7 

0% 20% 40% 60% 80%

34.2 

10.5 

2.6 

13.2 

2.6 

0.0 

0.0 

10.5 

0.0 

36.8 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80%

77.3 

9.1 

13.6 

27.3 

13.6 

0.0 

4.5 

0.0 

0.0 

13.6 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80%
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（問 17－１～問 17－３は、問 17 で「１ はい（就労している）」に回答した方のみお答えください。） 

問 17－３ あなたの月平均の収入をお答えください。（○は１つ）（収入には、あなたが働いて得た収入、

就労支援施設等からの収入のほか、年金・手当等を含めてください。） 

 

全体では「５～10 万円未満」が 27.0％と最も多く、次いで「10～15 万円未満」が 19.0％、「15～20

万円未満」が 14.2％などとなっている。 

 

 

（N=226）

０
円

５
万
円
未
満

５
～

1
0
万
円
未
満

1
0
～

1
5
万
円
未
満

1
5
～

2
0
万
円
未
満

2
0
～

2
5
万
円
未
満

2
5
～

3
0
万
円
未
満

3
0
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全　体

2.2 

9.7 

27.0 

19.0 
14.2 

8.8 8.8 
6.6 

1.8 1.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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いずれの手帳区分でも「５～10 万円未満」（身体：22.2％、療育：39.5％、精神：45.5％）が最も多

くなっている。また、療育では「10～15万円未満」（31.6％）が多くなっている。 

 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=171） （N=38） （N=22）

０円

５万円未満

５～10万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20～25万円未満

25～30万円未満

30万円以上

わからない

無回答

2.9 

11.7 

22.2 

17.0 

14.6 

9.4 

11.7 

7.0 

1.2 

2.3 

0% 20% 40% 60%

0.0 

7.9 

39.5 

31.6 

13.2 

0.0 

0.0 

2.6 

5.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

0.0 

4.5 

45.5 

18.2 

9.1 

13.6 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%
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（問 17-４は、問 17で「２ いいえ」に回答した方のみお答えください。） 

問 17－４ あなたが仕事を見つけるために何が必要ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「特にない・わからない」が 49.0％と最も多く、次いで「行政からの情報提供や支援」が

11.5％、「その他」が 9.4％などとなっている。 

 

全　体
（N=416）

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
の
充
実

行
政
か
ら
の
情
報
提
供
や
支
援

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
で
の

情
報
の
充
実

事
業
主
に
対
す
る

障
が
い
者
雇
用
の
よ
び
か
け

職
業
訓
練

相
談
窓
口
の
充
実

そ
の
他

特
に
な
い
・
わ
か
ら
な
い

無
回
答

7.0 
11.5 

2.2 
6.0 4.1 

8.2 9.4 

49.0 

24.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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いずれの手帳区分でも「特にない・わからない」（身体：51.3％、療育：30.8％、精神：45.8％）が

最も多くなっている（療育では「行政からの情報提供や支援」と「相談窓口の充実」（各 30.8％）も同

率）。「特にない・わからない」を除いた結果では、身体では「行政からの情報提供や支援」（9.2％）、

療育では「行政からの情報提供や支援」と「相談窓口の充実」（各 30.8％）、精神では「ハローワークの

充実」と「行政からの情報提供や支援」（各 25.0％）が最も多くなっている。また、療育では「ハロー

ワークの充実」（17.9％）、「事業主に対する障がい者雇用のよびかけ」（23.1％）、「職業訓練」（25.6％）

が多くなっている。 

 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=357） （N=39） （N=24）

ハローワークの充実

行政からの情報提供や支援

インターネットでの
情報の充実

事業主に対する
障がい者雇用のよびかけ

職業訓練

相談窓口の充実

その他

特にない・わからない

無回答

4.2 

9.2 

2.0 

4.5 

1.4 

5.9 

8.7 

51.3 

25.5 

0% 20% 40% 60%

17.9 

30.8 

5.1 

23.1 

25.6 

30.8 

15.4 

30.8 

20.5 

0% 20% 40% 60%

25.0 

25.0 

0.0 

4.2 

8.3 

8.3 

8.3 

45.8 

4.2 

0% 20% 40% 60%
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問 18 今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考えま

すか。（○は３つまで） 

 

全体では「事業主や職場の方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が 27.9％と最も多く、次い

で「わからない・特にない」が 24.5％、「通勤の手段が確保される」が 19.6％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=662）

勤
務
時
間
や
日
数
を
短
縮
す
る

通
勤
の
手
段
が
確
保
さ
れ
る

自
宅
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
で

自
由
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

通
院
な
ど
の
保
障
が
あ
る

（

勤
務
時
間
内
で
も
通
院
で
き
る
）

職
場
に
ジ
ョ

ブ
コ
ー

チ
な
ど
が
い
る

職
業
訓
練
を
充
実
し
、

就
労
の
た
め
の

技
術
を
身
に
つ
け
る

仕
事
の
相
談
や
あ
っ

せ
ん
を
す
る
場
を

充
実
す
る

職
場
の
施
設
や
設
備
が
障
が
い
の
あ
る

方
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ

て
い
る

あ
ら
ゆ
る
業
種
で
障
が
い
の
あ
る
方
の

雇
用
枠
を
増
や
す

事
業
主
や
職
場
の
方
た
ち
が
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
理
解
し
て
く
れ
る

就
労
移
行
支
援
事
業
所
な
ど
へ
の
支
援

（

注
文
を
増
や
す
な
ど
）

を
充
実
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い

無
回
答

11.8 

19.6 
16.0 

7.1 

14.8 

7.6 7.4 
11.2 11.0 

13.1 

27.9 

3.3 3.2 

24.5 

13.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体では「わからない・特にない」（26.3％）、療育・精神では「事業主や職場の方たちが、障がいの

ある方を理解してくれる」（療育：50.6％、精神：32.6％）が最も多く、身体では次いで「事業主や職

場の方たちが、障がいのある方を理解してくれる」（24.6％）となっている。また、療育では「職場に

ジョブコーチなどがいる」（29.6％）、「あらゆる業種で障がいのある方の雇用枠を増やす」（24.7％）、

精神では「通院などの保障がある（勤務時間内でも通院できる）」（26.1％）、「あらゆる業種で障がいの

ある方の雇用枠を増やす」（23.9％）が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

勤務時間や日数を短縮する

通勤の手段が確保される

自宅で仕事ができるようにする

フレックスタイムなどで
自由な働き方ができるようにする

通院などの保障がある
（勤務時間内でも通院できる）

職場にジョブコーチなどがいる

職業訓練を充実し、就労のための
技術を身につける

仕事の相談やあっせんをする場を
充実する

職場の施設や設備が障がいのある
方にも利用できるように配慮され

ている

あらゆる業種で障がいのある方の
雇用枠を増やす

事業主や職場の方たちが、
障がいのある方を理解してくれる

就労移行支援事業所などへの支援
（注文を増やすなど）を充実する

その他

わからない・特にない

無回答

11.8 

17.6 

18.0 

8.3 

15.1 

4.0 

5.9 

10.7 

10.7 

10.7 

24.6 

2.0 

3.7 

26.3 

14.7 

0% 20% 40% 60%

8.6 

27.2 

3.7 

0.0 

3.7 

29.6 

16.0 

9.9 

14.8 

24.7 

50.6 

12.3 

0.0 

12.3 

9.9 

0% 20% 40% 60%

17.4 

28.3 

15.2 

4.3 

26.1 

13.0 

13.0 

21.7 

8.7 

23.9 

32.6 

2.2 

2.2 

19.6 

0.0 

0% 20% 40% 60%
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問 19 あなたは、今後仕事についてどのように考えていますか。（○は１つ） 

 

全体では「高齢のため、働くつもりはない」が 30.7％と最も多く、次いで「わからない・特に考えて

いない」が 20.2％、「働いているが、同じところで働き続けたい」が 19.0％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=662）

働
い
て
い
る
が
、

同
じ
と
こ
ろ
で
働
き
続
け
た
い

働
い
て
い
る
が
、

今
と
は
別
の
仕
事
を
し
た
い

働
い
て
い
る
が
、

仕
事
は
も
う
し
た
く
な
い

働
い
て
お
ら
ず
、

仕
事
を
見
つ
け
て
働
き
た
い

働
い
て
お
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
も
働
き
た
く
な
い

高
齢
の
た
め
、

働
く
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・

特
に
考
え
て
い
な
い

無
回
答

19.0 

4.1 
1.8 

7.6 
3.6 

30.7 

5.7 

20.2 

7.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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身体では「高齢のため、働くつもりはない」（35.7％）、療育・精神では「働いているが、同じところ

で働き続けたい」（療育：35.8％、精神：30.4％）が最も多くなっている。また、精神では「働いてお

らず、仕事を見つけて働きたい」（19.6％）が多くなっている。 

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

働いているが、
同じところで働き続けたい

働いているが、
今とは別の仕事をしたい

働いているが、
仕事はもうしたくない

働いておらず、
仕事を見つけて働きたい

働いておらず、
これからも働きたくない

高齢のため、
働くつもりはない

その他

わからない・
特に考えていない

無回答

15.8 

3.3 

1.7 

5.7 

3.7 

35.7 

5.7 

20.6 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

35.8 

7.4 

2.5 

13.6 

0.0 

6.2 

6.2 

19.8 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

30.4 

10.9 

2.2 

19.6 

6.5 

6.5 

2.2 

21.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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６ 就園・就学について 

 

問 20 あなたは、こども園・保育園・児童発達支援施設、学校に通っていますか。 

 

全体では「はい（就園・就学している）」が 3.5％、「いいえ（就園・就学していない）」が 69.3％と

なっている。 

いずれの手帳区分でも「いいえ（就園・就学していない）」（身体：72.2％、療育：53.1％、精神：73.9％）

が多くなっている。また、療育では「はい（就園・就学している）」（22.2％）が多くなっている。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

3.5 

0.9 

22.2 

69.3 

72.2 

53.1 

73.9 

27.2 

26.8 

24.7 

26.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい（就園・就学している）
いいえ（就園・就学していない）
無回答
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（問 20－１～問 20－３は、問 20で「１ はい」に回答した方のみお答えください。） 

問 20－１ 通われているところはどちらですか。（○は１つ） 

 

全体では「中学校（特別支援学級）」が 21.7％と最も多く、次いで「小学校（特別支援学級）」、「特別

支援学校小学部」、「特別支援学校中学部」がそれぞれ 17.4％などとなっている。 

  

全　体
（N=23）

こ
ど
も
園

保
育
園

児
童
発
達
支
援
施
設

小
学
校
（

通
常
学
級
）

小
学
校
（

特
別
支
援
学
級
）

特
別
支
援
学
校
小
学
部

中
学
校
（

通
常
学
級
）

中
学
校
（

特
別
支
援
学
級
）

特
別
支
援
学
校
中
学
部

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校
高
等
部

訪
問
教
育

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

そ
の
他

無
回
答

4.3 
0.0 0.0 0.0 

17.4 17.4 

0.0 

21.7 
17.4 

4.3 

13.0 

0.0 0.0 0.0 
4.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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（この問は回答者数が少ないため、コメントは割愛する。） 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=5） （N=18） （N=0）

大学・短大・専門学校

その他

無回答

高等学校

特別支援学校高等部

訪問教育

中学校（通常学級）

中学校（特別支援学級）

特別支援学校中学部

小学校（通常学級）

小学校（特別支援学級）

特別支援学校小学部

こども園

保育園

児童発達支援施設

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

22.2 

22.2 

0.0 

27.8 

16.7 

0.0 

5.6 

0.0 

0.0 

0.0 

5.6 

0% 20% 40% 60%
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（問 20－１～問 20－３は、問 20で「１ はい」に回答した方のみお答えください。） 

問 20－２ 通園・通学上の問題点をお聞かせください。 

 

全体では「通うのが大変」が 43.5％と最も多く、次いで「学校の数が少ない」が 34.8％、「わからな

い・特にない」が 26.1％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=23）

通
う
の
が
大
変

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
不
十
分

介
助
体
制
が
不
十
分

友
達
が
で
き
な
い

職
員
の
理
解
や
配
慮
が
足
り
な
い

学
校
の
数
が
少
な
い

周
り
の
生
徒
た
ち
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い

受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
が
な
い

通
常
学
級
に
入
れ
な
い

家
族
の
同
伴
を
求
め
ら
れ
る

医
療
的
な
ケ
ア
（

吸
入
・
導
尿

な
ど
）

が
受
け
ら
れ
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い

無
回
答

43.5 

4.3 4.3 
0.0 

4.3 

17.4 

34.8 

8.7 
4.3 4.3 4.3 

0.0 

8.7 

26.1 

4.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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（この問は回答者数が少ないため、コメントは割愛する。） 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=5） （N=18） （N=0）

通うのが大変

授業についていけない

トイレなどの設備が不十分

介助体制が不十分

友達ができない

職員の理解や配慮が足りない

学校の数が少ない

周りの生徒たちの理解が
得られない

受け入れてくれる学校がない

通常学級に入れない

家族の同伴を求められる

医療的なケア（吸入・導尿
など）が受けられない

その他

わからない・特にない

無回答

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0% 20% 40% 60%

44.4 

5.6 

5.6 

0.0 

5.6 

16.7 

44.4 

11.1 

5.6 

5.6 

5.6 

0.0 

5.6 

27.8 

0.0 

0% 20% 40% 60%
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（問 20－１～問 20－３は、問 20で「１ はい」に回答した方のみお答えください。） 

問 20－３ 卒業（園）後の進路はどう考えていますか。（○は１つ） 

 

全体では「特別支援学級・特別支援学校に就学（進学）したい」が 69.6％と最も多く、次いで「就職

したい」と「職業訓練校に通いたい」がそれぞれ 8.7％などとなっている。 

 

 

（この問は回答者数が少ないため、コメントは割愛する。） 

（N=23）

通
常
学
級
に

就
学
（

進
学
）

し
た
い

特
別
支
援
学
級
・
特
別
支
援
学
校
に

就
学
（

進
学
）

し
た
い

大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

進
学
し
た
い

就
職
し
た
い

職
業
訓
練
校
に
通
い
た
い

施
設
に
入
所
・
通
所
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全　体

4.3 

69.6 

4.3 
8.7 8.7 

4.3 
0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=5） （N=18） （N=0）

就職したい

職業訓練校に通いたい

施設に入所・通所したい

その他

わからない

通常学級に
就学（進学）したい

特別支援学級・特別支援学校に
就学（進学）したい

大学・専門学校などに
進学したい

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

0.0 

83.3 

0.0 

5.6 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%
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７ 福祉サービスの利用について 

 

問 21 あなたは、障害者総合支援法・児童福祉法のサービスを利用していますか。（○は１つ） 

 

全体では「利用している」が 21.8％、「利用していない」が 69.5％となっている。 

身体・精神では「利用していない」（身体：73.0％、精神：63.0％）、療育では「利用している」（50.6％）

が多くなっている。 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

21.8 

17.6 

50.6 

28.3 

69.5 

73.0 

45.7 

63.0 

8.8 

9.4 

3.7 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答
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（問 21－１は、問 21で「１ 利用している」に回答した方のみお答えください。） 

問 21-１ 利用しているサービスは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「就労継続支援（Ａ・Ｂ）」、「日常生活用具給付等事業」がそれぞれ 18.1％と最も多く、次

いで「居宅介護（ホームヘルプ）」が 17.4％、「短期入所（ショートステイ）」が 13.2％などとなってい

る。 

 

（N=144）

居
宅
介
護

（

ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

行
動
援
護

重
度
障
が
い
者
等

包
括
支
援

療
養
介
護

生
活
介
護

短
期
入
所

（

シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

自
立
訓
練

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援

（

Ａ
・
Ｂ
）

共
同
生
活
援
助

（

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
）

施
設
入
所
支
援

児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

障
が
い
児
相
談
支
援

地
域
移
行
支
援
・

地
域
定
着
支
援

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

相
談
支
援
事
業

日
中
一
時
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

移
動
支
援
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業

無
回
答

全　体

17.4 

4.2 3.5 
0.7 

5.6 
2.8 

7.6 
13.2 

5.6 
2.1 

18.1 

1.4 2.1 0.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

9.0 

0.0 0.0 0.7 
5.6 

8.3 
3.5 

9.0 6.9 

18.1 

5.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%



54 

 

身体では「日常生活具給付等事業」（27.1％）、療育・精神では「就労継続支援（Ａ・Ｂ）」（療育：36.6％、

精神：46.2％）が最も多くなっている。また、療育では「放課後等デイサービス」（19.5％）、精神では

「相談支援事業」（23.1％）が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=96） （N=41） （N=13）

無回答

地域活動支援センター事業

移動支援事業

日常生活用具給付等事業

手話通訳者派遣事業

相談支援事業

日中一時支援事業

保育所等訪問支援

障がい児相談支援

地域移行支援・地域定着支援

施設入所支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

就労移行支援

就労継続支援（Ａ・Ｂ）

共同生活援助（グループホーム）

生活介護

短期入所（ショートステイ）

自立訓練

行動援護

重度障がい者等包括支援

療養介護

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

21.9 

5.2 

5.2 

0.0 

7.3 

4.2 

7.3 

14.6 

8.3 

0.0 

7.3 

1.0 

1.0 

0.0 

5.2 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

6.3 

3.1 

10.4 

6.3 

27.1 

7.3 

0% 20% 40% 60%

2.4 

4.9 

0.0 

2.4 

7.3 

2.4 

12.2 

14.6 

2.4 

4.9 

36.6 

2.4 

2.4 

2.4 

19.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.6 

7.3 

0.0 

14.6 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60%

23.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

7.7 

46.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

23.1 

0.0 

15.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%
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（問 21－２は、問 21で「２ 利用していない」に回答した方のみお答えください。） 

問 21-２ 現在、福祉サービスを利用していない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「利用の必要がない」が 60.2％と最も多く、次いで「家族から介護を受けている」が 17.2％、

「サービスの内容がわからない」が 13.0％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=460）

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る

家
族
か
ら
介
護
を
受
け
て
い
る

他
人
に
家
に
入
っ

て
ほ
し
く
な
い

利
用
し
た
い
サ
ー

ビ
ス
が
な
い

サ
ー

ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
が

わ
か
ら
な
い

サ
ー

ビ
ス
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い

送
迎
サ
ー

ビ
ス
が
な
い
た
め

利
用
で
き
な
い

サ
ー

ビ
ス
提
供
場
所
が
遠
く

利
用
で
き
な
い

事
業
者
に
対
し
て
信
頼
が
持
て
な
い

利
用
料
が
払
え
な
い

利
用
の
必
要
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

5.7 

17.2 

3.9 5.0 7.6 
13.0 

1.1 1.3 1.1 2.6 

60.2 

3.5 5.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
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身体・療育では「利用の必要がない」（身体：61.7％、療育：67.6％）、精神では「サービスの内容が

わからない」（37.9％）が最も多く、身体では次いで「家族から介護を受けている」（18.6％）、療育で

は次いで「サービスの内容がわからない」（16.2％）が多くなっている。また、精神では「サービスの

利用の仕方がわからない」（24.1％）、「その他」（27.6％）が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=397） （N=37） （N=29）

介護保険サービスを
利用している

家族から介護を受けている

他人に家に入ってほしくない

利用したいサービスがない

サービスの利用の仕方が
わからない

サービスの内容がわからない

送迎サービスがないため
利用できない

サービス提供場所が遠く
利用できない

事業者に対して信頼が持てない

無回答

利用料が払えない

利用の必要がない

その他

6.0 

18.6 

3.3 

3.8 

5.8 

11.1 

1.0 

0.5 

1.3 

2.3 

61.7 

2.3 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80%

2.7 

2.7 

2.7 

13.5 

8.1 

16.2 

0.0 

8.1 

0.0 

2.7 

67.6 

8.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

3.4 

10.3 

10.3 

13.8 

24.1 

37.9 

3.4 

3.4 

0.0 

6.9 

24.1 

27.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 22 今後利用したい（利用を継続したい）サービスは何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「居宅介護（ホームヘルプ）」が 15.7％と最も多く、次いで「生活介護」が 11.5％、「短期

入所（ショートステイ）」が 9.8％などとなっている。 

 

（N=662）

居
宅
介
護

（

ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

行
動
援
護

重
度
障
が
い
者
等

包
括
支
援

療
養
介
護

生
活
介
護

短
期
入
所

（

シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

自
立
訓
練

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援

（

Ａ
・
Ｂ
）

共
同
生
活
援
助

（

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
）

施
設
入
所
支
援

児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

障
が
い
児
相
談
支
援

地
域
移
行
支
援
・

地
域
定
着
支
援

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

相
談
支
援
事
業

日
中
一
時
支
援
事
業

成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
事
業

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

移
動
支
援
事
業

生
活
サ
ポ
ー

ト
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業

無
回
答

全　体

15.7 

3.3 4.8 
2.3 

5.0 4.7 

11.5 9.8 
6.6 

2.7 
7.3 

2.0 
7.3 

0.5 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

2.7 
0.3 0.8 1.7 1.5 0.6 

6.2 
3.9 

1.5 
4.2 

6.5 
9.2 9.5 

40.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体では「居宅介護（ホームヘルプ）」（18.0％）、療育・精神では「就労継続支援Ａ・Ｂ」（療育：25.9％、

精神：32.6％）が最も多くなっている。また、療育では「放課後等デイサービス」（12.3％）、精神では

「生活サポート事業」（19.6％）が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障がい者等包括支援

療養介護

生活介護

短期入所（ショートステイ）

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ・Ｂ）

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

障がい児相談支援

地域移行支援・地域定着支援

手話通訳者派遣事業

日常生活用具給付等事業

無回答

相談支援事業

日中一時支援事業

成年後見制度利用支援事業

地域活動支援センター事業

移動支援事業

生活サポート事業

要約筆記者派遣事業

18.0 

3.9 

5.5 

2.4 

5.5 

5.1 

11.8 

9.7 

5.9 

1.5 

2.6 

1.8 

6.6 

0.2 

1.3 

0.2 

0.6 

1.8 

1.8 

0.7 

5.5 

3.3 

1.1 

4.0 

6.4 

9.4 

11.0 

42.6 

0% 20% 40% 60%

4.9 

2.5 

1.2 

2.5 

3.7 

1.2 

9.9 

16.0 

7.4 

8.6 

25.9 

3.7 

11.1 

2.5 

12.3 

1.2 

2.5 

1.2 

0.0 

0.0 

11.1 

6.2 

4.9 

2.5 

9.9 

2.5 

2.5 

32.1 

0% 20% 40% 60%

10.9 

2.2 

2.2 

4.3 

0.0 

4.3 

13.0 

4.3 

13.0 

8.7 

32.6 

2.2 

6.5 

0.0 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

6.5 

2.2 

6.5 

2.2 

19.6 

0.0 

26.1 

0% 20% 40% 60%
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修善寺地区・天城湯ヶ島地区・土肥地区では「居宅介護（ホームヘルプ）」（修善寺地区：19.1％、天

城湯ヶ島地区：10.6％、土肥地区：19.1％）、中伊豆地区では「生活介護」（12.5％）が最も多くなって

いる（天城湯ヶ島地区では「短期入所（ショートステイ）」（10.6％）も同率）が、地区別では大きな差

は見られなかった。 

  

〔居住地区別〕

天城湯ヶ島地区
（N=299） （N=120） （N=141） （N=94）

無回答

修善寺地区 中伊豆地区 土肥地区

移動支援事業

生活サポート事業

日常生活用具給付等事業

日中一時支援事業

成年後見制度利用支援事業

地域活動支援センター事業

手話通訳者派遣事業

要約筆記者派遣事業

相談支援事業

保育所等訪問支援

障がい児相談支援

地域移行支援・地域定着支援

施設入所支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

就労移行支援

就労継続支援（Ａ・Ｂ）

共同生活援助（グループホーム）

生活介護

短期入所（ショートステイ）

自立訓練

行動援護

重度障がい者等包括支援

療養介護

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

同行援護

19.1 

4.0 

6.4 

2.7 

4.7 

5.7 

13.7 

8.7 

6.4 

1.7 

7.7 

2.7 

7.4 

0.3 

3.0 

0.3 

1.0 

2.0 

1.0 

0.0 

6.4 

5.0 

2.3 

5.0 

6.7 

10.4 

10.4 

37.1 

0% 30% 60%

10.8 

5.0 

4.2 

1.7 

5.8 

2.5 

12.5 

8.3 

11.7 

3.3 

9.2 

0.8 

5.8 

0.8 

3.3 

0.8 

0.8 

2.5 

0.8 

0.8 

10.8 

5.0 

1.7 

3.3 

7.5 

9.2 

10.0 

40.8 

0% 30% 60%

10.6 

1.4 

2.8 

1.4 

4.3 

5.0 

8.5 

10.6 

5.0 

4.3 

7.8 

0.7 

7.1 

0.7 

2.8 

0.0 

0.7 

1.4 

2.8 

0.0 

4.3 

1.4 

0.7 

3.5 

5.0 

8.5 

11.3 

41.8 

0% 30% 60%

19.1 

2.1 

4.3 

2.1 

6.4 

3.2 

7.4 

12.8 

4.3 

3.2 

3.2 

3.2 

8.5 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

3.2 

3.2 

3.2 

0.0 

4.3 

7.4 

7.4 

3.2 

46.8 

0% 30% 60%
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問 23 障がい福祉サービス全般についてどのように思いますか。（○は１つ） 

 

全体では「わからない」が 47.0％と最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」が 20.7％、

「満足している」が 8.2％などとなっている。「満足している」と「どちらかといえば満足している」を

合わせた『満足』は 28.9％、「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」を合わせた『不

満』は 11.9％となっている。 

いずれの手帳区分でも「わからない」（身体：48.2％、療育：42.0％、精神：37.0％）が最も多くな

っているが、精神では「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」を合わせた『不満』

（23.9％）は所持手帳別で最も多くなっている。 

 

 

いずれの地区でも「わからない」（修善寺地区：42.5％、中伊豆地区：43.3％、天城湯ヶ島地区：56.0％、

土肥地区：52.1％）が最も多くなっているが、修善寺地区・中伊豆地区では「満足している」と「どち

らかといえば満足している」を合わせた『満足』（修善寺地区：32.7％、中伊豆地区：31.6％）が３割

を超えて多くなっている。 

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

8.2 

8.3 

7.4 

10.9 

20.7 

20.2 

24.7 

21.7 

7.4 

6.6 

8.6 

13.0 

4.5 

3.9 

8.6 

10.9 

47.0 

48.2 

42.0 

37.0 

12.2 

12.9 

8.6 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

わからない 無回答

〔

居
住
地
区
別
〕

修善寺地区（N=299）

中伊豆地区（N=120）

天城湯ヶ島地区 （N=141）

土肥地区 （N=94）

10.0 

10.8 

5.0 

4.3 

22.7 

20.8 

19.9 

14.9 

5.7 

8.3 

7.8 

10.6 

6.7 

4.2 

2.1 

2.1 

42.5 

43.3 

56.0 

52.1 

12.4 

12.5 

9.2 

16.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

わからない 無回答
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８ 福祉に関する情報について 

 

問 24 あなたは、ふだん、福祉サービスに関する情報を、主にどこから得ていますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「広報紙・パンフレット（県・市）」が 24.2％と最も多く、次いで「新聞・雑誌」が 22.4％、

「特にない」が 21.8％などとなっている。 

 

 

（N=662）

新
聞
・
雑
誌

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

所
属
し
て
い
る
団
体
の

会
合
や
会
報

広
報
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

（

県
・
市
）

市
役
所
の
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会

障
が
い
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

学
校
・
職
場
・
福
祉
施
設

病
院
・
診
療
所

家
族
・
友
人
・
知
人

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

や

訪
問
看
護
師

民
生
委
員
・
児
童
委
員

障
が
い
者
相
談
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全　体

22.4 20.4 

6.8 

24.2 

16.6 

7.1 
3.8 6.0 4.7 

15.9 15.3 

5.4 
1.4 3.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0.8 1.7 

21.8 

6.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体では「広報紙・パンフレット（県・市）」（25.2％）、療育では「家族・友人・知人」（27.2％）、

精神では「市役所の窓口」（32.6％）が最も多くなっている。また、療育では「学校・職場・福祉施設」

（24.7％）が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

所属している団体の会合や会報

広報紙・パンフレット（県・市）

市役所の窓口

社会福祉協議会

障がい者相談支援センター

インターネット

学校・職場・福祉施設

病院・診療所

家族・友人・知人

ホームヘルパーや訪問看護師

民生委員・児童委員

障がい者相談員

ボランティア

その他

特にない

無回答

24.1 

22.2 

5.5 

25.2 

14.2 

7.5 

3.5 

5.3 

2.2 

15.6 

13.2 

5.9 

1.7 

1.7 

0.6 

1.8 

22.8 

7.4 

0% 20% 40% 60%

11.1 

12.3 

12.3 

14.8 

24.7 

8.6 

4.9 

6.2 

24.7 

6.2 

27.2 

1.2 

0.0 

8.6 

2.5 

0.0 

18.5 

4.9 

0% 20% 40% 60%

10.9 

8.7 

6.5 

21.7 

32.6 

0.0 

6.5 

13.0 

2.2 

23.9 

13.0 

4.3 

0.0 

13.0 

0.0 

2.2 

19.6 

4.3 

0% 20% 40% 60%
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問 25 あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで） 

 

全体では「困った時に相談ができる窓口についての情報」が 40.3％と最も多く、次いで「福祉サービ

スの具体的内容や利用方法などに関する情報」が 33.7％、「医療や福祉サービスの質に関する情報」が

24.0％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=662）

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
具
体
的
内
容
や

利
用
方
法
な
ど
に
関
す
る
情
報

困
っ

た
時
に
相
談
が
で
き
る

窓
口
に
つ
い
て
の
情
報

就
学
に
関
す
る
相
談
・

情
報
提
供
窓
口
に
関
す
る
情
報

医
療
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
に

関
す
る
情
報

社
会
情
勢
や
福
祉
制
度
の
変
化
に

関
す
る
情
報

緊
急
対
応
に
つ
い
て
の
情
報

災
害
時
の
避
難
情
報

職
場
の
選
び
方
、

就
職
に

関
す
る
情
報

余
暇
活
動
や
レ
ジ
ャ
ー

に

関
す
る
情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い

無
回
答

33.7 

40.3 

2.0 

24.0 

11.3 
16.3 17.8 

5.1 3.3 3.0 
0.2 

18.3 

10.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体・精神では「困った時に相談ができる窓口についての情報」（身体：40.6％、精神：52.2％）、療

育では「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」（39.5％）が最も多くなっている。

また、精神では「職場の選び方、就職に関する情報」（21.7％）が多くなっている。 

 

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

福祉サービスの具体的内容や
利用方法などに関する情報

困った時に相談ができる
窓口についての情報

就学に関する相談・
情報提供窓口に関する情報

医療や福祉サービスの質に
関する情報

社会情勢や福祉制度の変化に
関する情報

緊急対応についての情報

災害時の避難情報

職場の選び方、就職に
関する情報

余暇活動やレジャーに
関する情報

無回答

ボランティア団体などに
ついての情報

その他

わからない・特にない

32.5 

40.6 

0.9 

24.3 

10.3 

17.5 

18.2 

2.8 

2.8 

2.9 

0.2 

18.9 

11.0 

0% 20% 40% 60%

39.5 

32.1 

11.1 

19.8 

16.0 

8.6 

19.8 

12.3 

7.4 

1.2 

0.0 

16.0 

12.3 

0% 20% 40% 60%

34.8 

52.2 

0.0 

26.1 

15.2 

10.9 

8.7 

21.7 

4.3 

6.5 

0.0 

10.9 

4.3 

0% 20% 40% 60%
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９ 災害時のことについて 

 

問 26 あなたは、災害などの緊急時、１人で避難できますか。（○は１つ） 

 

全体では「１人で避難できる」が 53.9％と最も多く、次いで「避難できない」が 32.5％、「わからな

い」が 10.9％となっている。 

身体・精神では「１人で避難できる」（身体：56.3％、精神：54.3％）、療育では「避難できない」（48.1％）

が最も多くなっている。 

 

 

 

いずれの地区でも「１人で避難できる」（修善寺地区：54.5％、中伊豆地区：52.5％、天城湯ヶ島地

区：53.2％、土肥地区：58.5％）が最も多く、「避難できない」は３割程度となっており、大きな差は

見られなかった。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

53.9 

56.3 

35.8 

54.3 

32.5 

31.1 

48.1 

23.9 

10.9 

9.9 

11.1 

17.4 

2.7 

2.8 

4.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人で避難できる 避難できない わからない 無回答

〔

居
住
地
区
別
〕

修善寺地区（N=299）

中伊豆地区（N=120）

天城湯ヶ島地区 （N=141）

土肥地区 （N=94）

54.5 

52.5 

53.2 

58.5 

30.1 

35.8 

36.9 

27.7 

11.7 

10.8 

7.8 

10.6 

3.7 

0.8 

2.1 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人で避難できる 避難できない わからない 無回答
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（問 26－１、問 26－２は、問 26で「２ 避難できない」に回答した方(かた)のみお答えください。） 

問 26－１ １人で避難できない理由は何ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「介助者の手助けが必要」が 74.0％と最も多く、次いで「緊急時という判断がつかない」が

16.7％、「避難場所がわからない」が 16.3％などとなっている。 

 

 

身体・精神では「介助者の手助けが必要」（身体：78.7％、精神：63.6％）、療育では「緊急時という

判断がつかない」（56.4％）が最も多くなっている。また、療育では「避難場所がわからない」（35.9％）、

精神では「避難場所がわからない」と「緊急時という判断がつかない」（各 36.4％）が多くなっている。 

  

（N=215）

介
助
者
の
手
助
け
が
必
要

避
難
場
所
が
遠
い

避
難
場
所
が
わ
か
ら
な
い

緊
急
時
と
い
う
判
断
が
つ
か
な
い

そ
の
他

無
回
答

全　体

74.0 

15.8 16.3 16.7 

7.0 6.5 

0%

25%

50%

75%

100%

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=169） （N=39） （N=11）

無回答

介助者の手助けが必要

避難場所が遠い

避難場所がわからない

緊急時という判断がつかない

その他

78.7 

17.8 

10.7 

7.1 

7.1 

5.9 

0% 25% 50% 75% 100%

51.3 

2.6 

35.9 

56.4 

5.1 

10.3 

0% 25% 50% 75% 100%

63.6 

9.1 

36.4 

36.4 

9.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%
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（問 26－１、問 26－２は、問 26で「２ 避難できない」に回答した方(かた)のみお答えください。） 

問 26－２ 家族や介助者などが不在、またはひとり暮らしの場合に、火事や地震などの災害が発生した

時、ご近所に助けてくれる方はいますか。（○は１つ） 

 

全体では「いない」と「わからない」がそれぞれ 33.5％と最も多く、次いで「いる」が 22.3％とな

っている。 

身体・療育では「わからない」（身体：32.5％、療育：38.5％）、精神では「いない」（54.5％）が最

も多くなっている。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=11）

全　体 （N=215）

身　体 （N=169）

療　育 （N=39）

22.3 

23.7 

20.5 

18.2 

33.5 

32.0 

35.9 

54.5 

33.5 

32.5 

38.5 

18.2 

10.7 

11.8 

5.1 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答
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問 27 あなたは、震災に備えて、対策をとっていますか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「災害時に避難する広域避難場所を知っている」が 35.6％と最も多く、次いで「震災時や緊

急時に連絡できるよう、家族や知人などの連絡先を把握している」が 32.9％、「地域の避難訓練に参加

している」が 31.0％などとなっている。 

 

全　体
（N=662）

震
災
時
の
非
常
持
出
品
、

備
蓄
品
の
中

に
、

障
が
い
特
性
に
応
じ
た
医
薬
品
、

食
料
な
ど
を
用
意
し
て
い
る

避
難
所
な
ど
に
お
い
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、

医
薬
品
や
病
状
な
ど
の

情
報
を
記
録
し
て
い
る

震
災
時
や
緊
急
時
に
連
絡
で
き
る
よ
う
、

家
族
や
知
人
な
ど
の
連
絡
先
を
把
握
し
て

い
る

震
災
時
や
緊
急
時
に
支
援
し
て
く
れ
る

よ
う
、

家
族
や
知
人
な
ど
に
対
し
て
、

お
願
い
し
て
い
る

災
害
時
に
避
難
す
る

広
域
避
難
場
所
を
知
っ

て
い
る

地
域
の
避
難
訓
練
に

参
加
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

22.4 
18.7 

32.9 

12.1 

35.6 

31.0 

2.1 

25.4 

7.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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身体では「災害時に避難する広域避難場所を知っている」（36.6％）、療育・精神では「特にない」（療

育：33.3％、精神：41.3％）が最も多く、療育では次いで「地域の避難訓練に参加している」（27.2％）、

精神では次いで「災害時に避難する広域避難場所を知っている」（37.0％）となっている。また、療育

では「震災時や緊急時に支援してくれるよう、家族や知人などに対して、お願いしている」（22.2％）

が多くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

無回答

震災時や緊急時に支援してくれる
よう、家族や知人などに対して、

お願いしている

災害時に避難する
広域避難場所を知っている

地域の避難訓練に
参加している

その他

特にない

震災時の非常持出品、備蓄品の中
に、障がい特性に応じた医薬品、

食料などを用意している

避難所などにおいて医療が受けら
れるよう、医薬品や病状などの

情報を記録している

震災時や緊急時に連絡できるよう、
家族や知人などの連絡先を把握して

いる

23.9 

20.0 

34.4 

11.4 

36.6 

32.5 

2.0 

23.5 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

17.3 

3.7 

25.9 

22.2 

24.7 

27.2 

3.7 

33.3 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8.7 

21.7 

21.7 

4.3 

37.0 

19.6 

0.0 

41.3 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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修善寺地区では「震災時や緊急時に連絡できるよう、家族や知人などの連絡先を把握している」

（36.5％）、中伊豆地区では「災害時に避難する広域避難場所を知っている」（33.3％）、天城湯ヶ島地

区では「地域の避難訓練に参加している」（35.5％）、土肥地区では「災害時に避難する広域避難場所を

知っている」と「地域の避難訓練に参加している」（各 47.9％）が最も多くなっている。また、修善寺

地区・中伊豆地区では「地域の避難訓練に参加している」（修善寺地区：27.8％、中伊豆地区：22.5％）

が３割を下回っている。 

  

〔居住地区別〕

天城湯ヶ島地区
（N=299） （N=120） （N=141） （N=94）

無回答

修善寺地区 中伊豆地区 土肥地区

地域の避難訓練に
参加している

その他

特にない

震災時や緊急時に連絡できるよう、
家族や知人などの連絡先を把握して

いる

震災時や緊急時に支援してくれる
よう、家族や知人などに対して、

お願いしている

災害時に避難する
広域避難場所を知っている

震災時の非常持出品、備蓄品の中
に、障がい特性に応じた医薬品、

食料などを用意している

避難所などにおいて医療が受けら
れるよう、医薬品や病状などの

情報を記録している

22.1 

19.7 

36.5 

13.4 

35.8 

27.8 

1.0 

24.1 

7.4 

0% 25% 50%

25.0 

21.7 

31.7 

12.5 

33.3 

22.5 

4.2 

25.8 

9.2 

0% 25% 50%

19.9 

12.8 

29.1 

8.5 

30.5 

35.5 

4.3 

29.8 

6.4 

0% 25% 50%

24.5 

19.1 

30.9 

13.8 

47.9 

47.9 

0.0 

22.3 

8.5 

0% 25% 50%
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問 28 地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「避難場所での長期避難生活に身体が耐えられるか不安である」が 43.1％と最も多く、次い

で「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」が 40.6％、「医療を受けられるかわからない」

が 25.4％などとなっている。 

 

 

全　体
（N=662）

災
害
情
報
を
伝
え
る
設
備
や

連
絡
網
が
な
い

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
情
報
伝
達
や

救
援
が
遅
れ
る

災
害
発
生
時
の
情
報
取
得
が

し
に
く
い

避
難
を
介
助
し
て
く
れ
る
方
が

い
な
い

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
に

配
慮
し
た
避
難
場
所
が
な
い

医
療
を
受
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

医
薬
品
な
ど
、

必
要
な
も
の
が

手
に
入
ら
な
い

介
助
人
な
ど
が
確
保
で
き
な
い

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
連
絡
手
段
が

確
保
で
き
な
い

市
役
所
、

医
療
機
関
と
地
域
住
民
が

連
携
し
て
助
け
合
う
体
制
が
な
い

避
難
訓
練
や
防
災
の
た
め
の

学
習
機
会
や
広
報
が
不
十
分

大
勢
の
人
の
中
で
避
難
所
生
活
を

す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

避
難
場
所
で
の
長
期
避
難
生
活
に

身
体
が
耐
え
ら
れ
る
か
不
安
で
あ
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い

無
回
答

9.1 
13.3 

16.0 

10.3 

22.5 
25.4 

19.8 

5.7 7.7 
10.3 

4.7 

40.6 
43.1 

2.6 

14.0 
10.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体・精神では「避難場所での長期避難生活に身体が耐えられるか不安である」（身体：43.2％、精

神：52.2％）、療育では「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」（54.3％）が最も多くな

っている。また、療育では「障がいのある人への情報伝達や救援が遅れる」（27.2％）が多くなってい

る。 

いずれの手帳区分でも「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」と「避難場所での長期

避難生活に身体が耐えられるか不安である」が多く、災害発生時の主要な不安要素となっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

災害情報を伝える設備や
連絡網がない

障がいのある方への情報伝達や
救援が遅れる

災害発生時の情報取得が
しにくい

避難を介助してくれる方が
いない

障がいのある方や高齢者に
配慮した避難場所がない

医療を受けられるかわからない

医薬品など、必要なものが
手に入らない

介助人などが確保できない

電話やＦＡＸなどの連絡手段が
確保できない

市役所、医療機関と地域住民が
連携して助け合う体制がない

避難訓練や防災のための
学習機会や広報が不十分

大勢の人の中で避難所生活を
することに不安がある

無回答

避難場所での長期避難生活に
身体が耐えられるか不安である

その他

わからない・特にない

9.2 

11.8 

15.6 

10.8 

21.1 

25.6 

19.5 

6.1 

7.7 

10.3 

4.4 

38.4 

43.2 

2.2 

14.3 

10.8 

0% 20% 40% 60%

9.9 

27.2 

14.8 

6.2 

30.9 

16.0 

14.8 

3.7 

12.3 

8.6 

4.9 

54.3 

37.0 

2.5 

16.0 

7.4 

0% 20% 40% 60%

6.5 

6.5 

23.9 

10.9 

19.6 

32.6 

26.1 

6.5 

2.2 

15.2 

8.7 

45.7 

52.2 

4.3 

4.3 

6.5 

0% 20% 40% 60%
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地区別では、大きな差は見られなかったが、いずれの地区でも「大勢の人の中で避難所生活をするこ

とに不安がある」と「避難場所での長期避難生活に身体が耐えられるか不安である」が多くなっている。 

  

〔居住地区別〕

天城湯ヶ島地区
（N=299） （N=120） （N=141） （N=94）

無回答

修善寺地区 中伊豆地区 土肥地区

避難場所での長期避難生活に
身体が耐えられるか不安である

その他

わからない・特にない

市役所、医療機関と地域住民が
連携して助け合う体制がない

避難訓練や防災のための
学習機会や広報が不十分

大勢の人の中で避難所生活を
することに不安がある

医薬品など、必要なものが
手に入らない

介助人などが確保できない

電話やＦＡＸなどの連絡手段が
確保できない

避難を介助してくれる方が
いない

障がいのある方や高齢者に
配慮した避難場所がない

医療を受けられるかわからない

災害情報を伝える設備や
連絡網がない

障がいのある方への情報伝達や
救援が遅れる

災害発生時の情報取得が
しにくい

7.7 

11.4 

16.4 

11.0 

24.1 

25.4 

21.4 

5.4 

6.7 

12.0 

4.7 

42.5 

42.1 

1.7 

14.7 

12.0 

0% 30% 60%

8.3 

14.2 

15.0 

7.5 

19.2 

24.2 

20.8 

4.2 

9.2 

8.3 

1.7 

39.2 

44.2 

4.2 

10.8 

10.0 

0% 30% 60%

10.6 

14.2 

18.4 

11.3 

22.0 

22.7 

14.2 

6.4 

8.5 

8.5 

7.1 

41.8 

44.0 

3.5 

17.0 

5.0 

0% 20% 40% 60%

11.7 

14.9 

13.8 

9.6 

20.2 

28.7 

20.2 

8.5 

7.4 

9.6 

5.3 

34.0 

43.6 

1.1 

12.8 

11.7 

0% 20% 40% 60%
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10 人権・権利擁護について 

 

問 29 あなたは、地域社会の中で障がいのある方に対する意識に特別な隔たりがあると思いますか。 

（○は１つ） 

 

全体では「ある」が 27.5％、「ない」が 56.9％となっている。 

身体では「ない」（60.1％）、療育・精神では「ある」（療育：46.9％、精神：50.0％）が多くなって

いる。 

 

 

 

前回調査との比較では、「ある」が平成 22年度よりも 10.4ポイント少なくなっている。「ない」は平

成 22年度よりも 10.2ポイント多くなっている。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

27.5 

23.9 

46.9 

50.0 

56.9 

60.1 

40.7 

37.0 

15.6 

16.0 

12.3 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〔

経
年
比
較
〕

平成28年度（N=662）

平成22年度（N=660）

27.5 

37.9 

56.9 

46.7 

15.6 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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問 30 あなたは、どのようなときに差別を受けたり、いやな経験をしましたか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

全体では「差別を受けたり、いやな経験をしたことはない」が 51.1％と最も多く、次いで「友人・知

人との交流時」が 9.5％、「就職・就労時」が 8.0％などとなっている。 

 

 

 

全　体
（N=662）

入
園
・
就
学
・
進
学
時

就
職
・
就
労
時

住
宅
改
修
・
転
居
時

（

居
住
に
関
す
る
こ
と
）

余
暇
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
時

店
舗
・
飲
食
店
利
用
時

友
人
・
知
人
と
の
交
流
時

病
院
・
診
療
に
行
っ

た
時

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
時

そ
の
他

差
別
を
受
け
た
り
、

い
や
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

7.1 8.0 

1.4 3.0 
5.9 

9.5 
6.6 

2.7 3.9 

51.1 

19.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体・精神では「差別を受けたり、いやな経験をしたことはない」（身体：55.9％、精神：34.8％）、

療育では「入園・就学・進学時」（30.9％）が最も多く、身体では次いで「友人・知人との交流時」（7.9％）、

精神では次いで「就職・就労時」（23.9％）となっている。また、精神では「友人・知人との交流時」（19.6％）

が多くなっている。 

 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

入園・就学・進学時

就職・就労時

住宅改修・転居時
（居住に関すること）

余暇・スポーツ活動時

店舗・飲食店利用時

友人・知人との交流時

差別を受けたり、
いやな経験をしたことはない

無回答

病院・診療に行った時

福祉サービスの利用時

その他

4.0 

6.3 

1.5 

2.8 

5.0 

7.9 

5.7 

2.8 

3.7 

55.9 

19.9 

0% 20% 40% 60%

30.9 

13.6 

1.2 

6.2 

14.8 

17.3 

8.6 

1.2 

4.9 

27.2 

14.8 

0% 20% 40% 60%

6.5 

23.9 

0.0 

2.2 

4.3 

19.6 

10.9 

6.5 

4.3 

34.8 

17.4 

0% 20% 40% 60%
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問 31 あなたは、障がいのある方もない方も誰もが地域のなかで、普通の生活をしていくことができる

社会にすべきだという考え方である「ノーマライゼーション」という言葉についてご存知ですか。 

（○は１つ） 

 

全体では「聞いたことがない」が 65.4％と最も多く、次いで「聞いたことはあるが意味はわからない」

が 14.7％、「聞いたことがあり意味も知っている」が 13.9％となっている。 

所持手帳別による差はあまり見られないが、療育では「聞いたことはあるが意味はわからない」

（23.5％）がやや多くなっている。 

 

 

 

前回調査との比較では、「聞いたことがない」が平成 22年度よりも 8.4ポイント多くなっている。 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

13.9 

14.0 

12.3 

15.2 

14.7 

13.2 

23.5 

15.2 

65.4 

66.5 

60.5 

63.0 

6.0 

6.3 

3.7 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり意味も知っている

聞いたことがあるが意味はわからない

聞いたことがない

無回答

〔

経
年
比
較
〕

平成28年度（N=662）

平成22年度（N=660）

13.9 

13.4 

14.7 

13.4 

65.4 

57.0 

6.0 

16.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり意味も知っている

聞いたことがあるが意味はわからない

聞いたことがない

無回答
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問 32 あなたは、知的障がいや精神障がいなどの理由により、判断能力が十分でない方の財産などの権

利を守る制度である「成年後見制度」についてご存知ですか。（○は１つ） 

 

全体では「聞いたことがあり意味も知っている」が 36.3％と最も多く、次いで「聞いたことがない」

が 27.9％、「聞いたことはあるが意味はわからない」が 25.8％となっている。 

身体では「聞いたことがあり意味も知っている」（37.5％）、療育・精神では「聞いたことがない」（療

育：39.5％、精神：37.0％）が最も多くなっている。 

 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

36.3 

37.5 

29.6 

34.8 

25.8 

25.9 

27.2 

23.9 

27.9 

25.6 

39.5 

37.0 

10.0 

11.0 

3.7 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり意味も知っている

聞いたことがあるが意味はわからない

聞いたことがない

無回答



79 

問 33 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

 

全体では「わからない」が 39.7％と最も多く、次いで「活用したいと思わない」が 24.0％、「今は必

要ないが、将来は必要により活用したい」が 23.9％となっている。 

いずれの手帳区分でも「わからない」（身体：38.4％、療育：39.5％、精神：54.3％）が最も多くな

っている。また、療育では「今は必要ないが、将来は必要により活用したい」（39.5％）も「わからな

い」と同率で多くなっている。 

 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

1.1 

0.9 

1.2 

2.2 

23.9 

21.9 

39.5 

21.7 

24.0 

26.3 

13.6 

17.4 

39.7 

38.4 

39.5 

54.3 

11.3 

12.5 

6.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している
今は必要ないが、将来は必要により活用したい
活用したいと思わない
わからない
無回答
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11 相談体制について 

 

問 34 現在、困っていることや悩みはありますか。（○は３つまで） 

 

全体では「自分の老後」が 35.5％と最も多く、次いで「健康や身体のこと」が 30.5％、「特にない」

が 24.8％などとなっている。 

 

（N=662）

進
学
・
学
校
選
び

友
だ
ち
づ
く
り

恋
愛
・
結
婚

就
職
や
職
場
選
び

子
育
て
や
子
ど
も
の
教
育

家
事
・
家
族
の
世
話

自
分
の
老
後

親
の
老
後

自
由
な
外
出
や
街
歩
き

お
金
の
管
理

健
康
や
身
体
の
こ
と

近
所
と
の
付
き
合
い

家
庭
問
題

住
ま
い
の
確
保

災
害
時
の
安
全
の
確
保

福
祉
・
保
健
サ
ー

ビ
ス
の

利
用

買
い
物
や
市
役
所
・

銀
行
な
ど
の
手
続
き

余
暇
（

趣
味
、

旅
行

な
ど
）

の
過
ご
し
方

社
会
情
勢
や
福
祉
制
度
の

変
化
へ
の
対
応

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全　体

1.7 2.9 2.9 4.7 
0.6 

4.8 

35.5 

7.4 
3.3 

5.6 

30.5 

3.6 3.8 3.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

13.0 

5.0 6.2 
2.6 

7.4 

0.9 

24.8 

9.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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いずれの手帳区分でも「自分の老後」（身体：34.7％、療育：38.3％、精神：41.3％）が最も多くな

っている。また、療育では「友だちづくり」（13.6％）、「就職や職場選び」（16.0％）、「親の老後」（19.8％）、

精神では「恋愛・結婚」（17.4％）、「就職や職場選び」（21.7％）、「親の老後」（26.1％）が多くなって

いる。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

進学・学校選び

友だちづくり

恋愛・結婚

就職や職場選び

子育てや子どもの教育

家事・家族の世話

自分の老後

親の老後

自由な外出や街歩き

お金の管理

健康や身体のこと

近所との付き合い

家庭問題

住まいの確保

災害時の安全の確保

福祉・保健サービスの
利用

買い物や市役所・
銀行などの手続き

余暇（趣味、旅行
など）の過ごし方

無回答

社会情勢や福祉制度の
変化への対応

その他

特にない

0.4 

1.3 

1.1 

1.8 

0.6 

4.2 

34.7 

4.0 

2.8 

4.0 

33.3 

3.5 

4.2 

3.5 

12.7 

5.1 

6.1 

2.6 

7.7 

0.9 

26.3 

11.0 

0% 20% 40% 60%

11.1 

13.6 

6.2 

16.0 

0.0 

4.9 

38.3 

19.8 

4.9 

13.6 

13.6 

2.5 

1.2 

1.2 

18.5 

4.9 

6.2 

3.7 

4.9 

1.2 

16.0 

4.9 

0% 20% 40% 60%

0.0 

4.3 

17.4 

21.7 

2.2 

10.9 

41.3 

26.1 

6.5 

6.5 

28.3 

4.3 

6.5 

4.3 

8.7 

2.2 

6.5 

2.2 

8.7 

0.0 

17.4 

2.2 

0% 20% 40% 60%
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問 35 困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで） 

 

全体では「家族・親族」が 75.4％と最も多く、次いで「友人・知人・隣人」が 19.9％、「市役所の窓

口」が 15.0％などとなっている。 

 

 

 

（N=662）

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人
・
隣
人

学
校
・
教
師

市
役
所
の
窓
口

障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
所

障
が
い
者
団
体

社
会
福
祉
協
議
会

病
院
・
診
療
所
な
ど

福
祉
施
設
の
職
員
・

指
導
員

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

や

訪
問
看
護
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

障
が
い
者
相
談
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

職
場
の
仲
間

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全　体

75.4 

19.9 

1.8 

15.0 

3.9 1.4 3.8 
12.8 

5.9 3.8 0.6 2.7 3.5 2.9 

0%

25%

50%

75%

100%

1.1 
9.1 

5.0 

0%

25%

50%

75%

100%
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いずれの手帳区分でも「家族・親族」（身体：75.6％、療育：79.0％、精神：69.6％）が最も多くな

っている。また、精神では「障がい者相談支援事業所」（17.4％）、「病院・診療所など」（32.6％）が多

くなっている。 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

家族・親族

友人・知人・隣人

学校・教師

市役所の窓口

障がい者相談支援
事業所

障がい者団体

社会福祉協議会

病院・診療所など

福祉施設の職員・
指導員

ホームヘルパーや
訪問看護師

ボランティア

障がい者相談員

特にない

無回答

民生委員・児童委員

職場の仲間

その他

75.6 

21.0 

0.6 

13.6 

2.6 

1.7 

3.5 

11.2 

4.4 

3.7 

0.7 

2.2 

3.3 

2.0 

0.7 

9.6 

5.7 

0% 25% 50% 75% 100%

79.0 

11.1 

11.1 

24.7 

8.6 

0.0 

6.2 

4.9 

13.6 

1.2 

0.0 

3.7 

4.9 

7.4 

3.7 

4.9 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

69.6 

21.7 

0.0 

17.4 

17.4 

0.0 

2.2 

32.6 

15.2 

2.2 

0.0 

4.3 

0.0 

4.3 

0.0 

13.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%
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問 36 困った時の相談体制について、現在の状態はあなたにとって十分ですか。（○は１つ） 

 

全体では「ほぼ十分」が 34.7％と最も多く、次いで「わからない」が 22.1％、「やや不十分」が 16.0％

などとなっている。「十分」と「ほぼ十分」を合わせた『十分』は 50.4％、「やや不十分」と「まったく

不十分」を合わせた『不十分』は 22.0％となっている。 

身体・療育では「ほぼ十分」（身体：35.7％、療育：38.3％）、精神では「やや不十分」（32.6％）が

最も多くなっている。また、精神では「やや不十分」（32.6％）と「まったく不十分」（15.2％）を合わ

せた『不十分』（47.8％）が、所持手帳別で最も多くなっている。 

 

  

〔

所
持
手
帳
別
〕 精　神 （N=46）

全　体 （N=662）

身　体 （N=544）

療　育 （N=81）

15.7 

16.4 

6.2 

17.4 

34.7 

35.7 

38.3 

15.2 

16.0 

15.3 

14.8 

32.6 

6.0 

4.8 

12.3 

15.2 

22.1 

21.9 

25.9 

19.6 

5.4 

6.1 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分 ほぼ十分 やや不十分

まったく不十分 わからない 無回答
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問 37 今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで） 

 

全体では「どこに相談したらいいかわかるようにしてほしい」が 38.4％と最も多く、次いで「わから

ない・特にない」が 29.9％、「身近な地域で相談できる場がほしい」が 20.8％などとなっている。 

 

全　体
（N=662）

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

休
日
・
夜
間
な
ど
で
も

相
談
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

身
近
な
地
域
で

相
談
で
き
る
場
が
ほ
し
い

問
題
の
解
決
に
至
る
よ
う
な

対
応
を
し
て
ほ
し
い

相
談
員
の
対
応
や
知
識
な
ど

相
談
技
術
を
向
上
さ
せ
て
ほ
し
い

相
談
窓
口
を
一
本
化
し
て
ほ
し
い

施
設
入
所
者
に
も
定
期
的
な

訪
問
相
談
を
実
施
し
て
ほ
し
い

乳
幼
児
期
に
お
け
る
相
談
体
制
を

充
実
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い

無
回
答

38.4 

17.2 
20.8 

18.4 

11.3 
15.0 

3.9 
1.4 0.5 

29.9 

10.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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いずれの手帳区分でも「どこに相談したらいいかわかるようにしてほしい」（身体：37.3％、療育：

40.7％、精神：47.8％）が最も多くなっている。また、精神では「問題の解決に至るような対応をして

ほしい」（30.4％）が多くなっている。 

 

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

どこに相談したらいいか
わかるようにしてほしい

休日・夜間などでも
相談できるようにしてほしい

身近な地域で
相談できる場がほしい

問題の解決に至るような
対応をしてほしい

相談員の対応や知識など
相談技術を向上させてほしい

相談窓口を一本化してほしい

わからない・特にない

無回答

施設入所者にも定期的な
訪問相談を実施してほしい

乳幼児期における相談体制を
充実してほしい

その他

37.3 

17.5 

21.1 

16.5 

9.4 

16.0 

3.7 

0.7 

0.4 

29.6 

11.6 

0% 20% 40% 60%

40.7 

14.8 

17.3 

27.2 

19.8 

9.9 

3.7 

4.9 

0.0 

34.6 

6.2 

0% 20% 40% 60%

47.8 

21.7 

21.7 

30.4 

19.6 

8.7 

4.3 

2.2 

2.2 

21.7 

6.5 

0% 20% 40% 60%
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12 今後の取り組みについて 

 

問 38 今後、伊豆市に障がい福祉分野のどのようなことに力をいれてほしいですか。（○は５つまで） 

 

全体では「高齢者や障がい者等になっても、在宅生活が続けられるサービスの充実」が 43.1％と最も

多く、次いで「身近なところでの相談窓口の充実」が 24.8％、「住民が共に支え合う仕組みづくりへの

支援」が 20.7％などとなっている。 

 

全　体
（N=662）

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
地
域
活
動
参
加
の

促
進
や
支
援
、

拠
点
の
整
備

住
民
が
共
に
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
へ
の
支
援

地
域
の
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

自
由
な
交
流
の
場
の
設
定

地
域
に
お
け
る
保
健
や
福
祉
に
関
す
る

活
動
の
中
心
と
な
る
人
材
の
育
成

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
の
充
実

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
に
な
っ

て
も
、

在
宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

保
健
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
や
案
内
の

充
実

健
康
増
進
・
維
持
の
た
め
の
相
談
や

訪
問
指
導
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

健
康
診
断
・
が
ん
検
診
な
ど
の
保
健
医
療

サ
ー

ビ
ス
の
充
実

サ
ー

ビ
ス
利
用
者
な
ど
を
保
護
す
る
権
利

擁
護
や
苦
情
対
応
な
ど
の
取
り
組
み

社
会
福
祉
活
動
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
、

参
加
を
促
す
た
め
の
福
祉
教
育
の
充
実

高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
、

児
童
の

福
祉
施
設
の
整
備

公
共
の
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
特
に
な
い

無
回
答

9.7 

20.7 20.2 
15.0 

24.8 

43.1 

16.5 

9.8 
13.7 

7.4 7.7 

17.5 17.7 

2.3 

19.0 

8.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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身体・精神では「高齢者や障がい者等になっても、在宅生活が続けられるサービスの充実」（身体：

44.9％、精神：39.1％）、療育では「高齢者、障がいのある方、児童の福祉施設の整備」（38.3％）が最

も多くなっている。また、精神では「地域の住民が気軽に立ち寄れる自由な交流の場の設定」（34.8％）、

「サービス利用者などを保護する権利擁護や苦情対応などの取り組み」（21.7％）、「社会福祉活動への

理解や関心を高め、参加を促すための福祉教育の充実」（19.6％）が多くなっている。 

 

  

〔所持手帳別〕

身　体 療　育 精　神
（N=544） （N=81） （N=46）

無回答

公共の場のバリアフリー化

その他

わからない・特にない

サービス利用者などを保護する権利
擁護や苦情対応などの取り組み

社会福祉活動への理解や関心を高め、
参加を促すための福祉教育の充実

高齢者、障がいのある方、児童の
福祉施設の整備

保健福祉に関する情報提供や案内の
充実

健康増進・維持のための相談や
訪問指導などのサービスの充実

健康診断・がん検診などの保健医療
サービスの充実

地域における保健や福祉に関する
活動の中心となる人材の育成

身近なところでの相談窓口の充実

高齢者や障がい者等になっても、
在宅生活が続けられるサービスの充実

ボランティアなどの地域活動参加の
促進や支援、拠点の整備

住民が共に支え合う
仕組みづくりへの支援

地域の住民が気軽に立ち寄れる
自由な交流の場の設定
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資料（調査票） 
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